















―Case of Propositional Use and Case of Discourse―
Summary: In this article the author discusses two cases in which modality disappears. One 
is a case where modal expressions are used in a proposition. For this case the Japanese modal 
expression nakerebanaranai ‘なければならない’ is taken up and examined. The other is a case 
where the modality of direct discourse disappears. The author claims that the reason why this is the 
case is because direct discourse is an icon. Another case is further examined in which the modality 
of a sentence disappears when the quotation marker to ‘と’ follows the sentence. This phenomenon 




















































 （3）a. あそこは入場料を払わなきゃいけないよ／ ? 払うべきだよ。（p.54）
 　　b. 逃したか，今度は絶対捕まえなけりゃいけないよ／ ? つかまえるべきだよ。
 　　　（p.55）
（3）a は，「当該事態の実現の要請が決まっていることを知っていて，それを表明する知識





















 （6）a. ［［転入者は 1 週間以内に届を出さなければならない］Ø］（客観的用法）
 　　b. ［［学生は平和について考え］なければならない］（主観的用法）
（6）a は客観的用法，（6）b は主観的用法であるが，下線部が命題，点線部がモダリティである。
すなわち，客観的用法では「なければならない」は命題内要素であり，（6）a では Ø で表さ





































































































































 　　  b. そうですね，もっと勉強しなければいけませんね。
（12）は，（13）の構造を持つが，モダリティ表現は一般に疑問文にはならないとされている。
 （13）a. ［［［私はもっと勉強しなければいけません］か］］？



























 （14）a.  雨が降ったから，気温が下がった。（視点なし命題）（p.37）




 　　　  （視点付き命題）（p.37）
 　　  b. 雨が降ったから，レインシューズを履いて出かけた。
 　　　  （* 視点なし命題／ OK 視点付き命題）（p.37）　
  9） ただし，田村 (2013) がモダリティ表現の例として考察しているのは「なければならない」ではなく，「かもしれない」



























　    関する説明の箇所を引用する。（15）b の「雨が降った」が「健が背が低い」に対応し，「レインシューズを履いて出
　    かけた」が「試合に参加しなかった」に対応する。なお，引用中のゴシック部分は原著のものである。
12)  田村は，「感情・感覚の述語」「個人的な好みを表す述語」「「認識モーダル表現」を同じものとして捉え，これらすべ
　   てで認識主体が命題内に含まれると捉えている。そして，命題内に認識主体が含まれていることは，必然的に認識主
　   体は命題を知っていることを意味すると考えている。確かに，「悲しい」は，主語が認識主体であるため，語彙意味
　   的に命題内に認識主体が含まれている。また，「痛い」「おいしい」も潜在的に無標的には発話者が認識主体になる形
　   で認識主体が命題内に含まれている。そのため必然的に認識主体は命題を知っていることになる。しかし，「かもし
　   れない」に関しては，本稿の立場からは，この考え方は当てはまらない。「かもしれない」の命題内には認識主体が













































これは，（20）a などの「発話の力軽減用法」，（20）b などの「自己確認納得用法」，（20）c 
などの「認知境界表示用法」に下位分類される。
 （20） a. 知らないよっと。（p.158f）
 　　  b. これでよしと。（p.165）








































































 　　　  （後略）（p.232）




 （22） a.?? これやっとけ，命令されちゃいましてね。（p.234）
 　　  b. ? これやっとけ，命令したんはお前やろ。（p.234）
 　　  c.   こらっ，何ゆうてんじゃ！ これやっとけ，命令したんはお前ちゃうんか







 （23） a.   「どないしょ？」思てるあいだに何とかせい。（p.235）
 　　 b.?「どないしょ？」迷てるあいだに何とかせい。（p.235）
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